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（仮称）蕨市中心市街地活性化プラン策定委託 

 

プロポーザル実施要領 

 

１．目的 

本要領は、蕨市が実施する「（仮称）蕨市中心市街地活性化プラン策定委託」における契

約候補者の選定について必要な事項を定めるものとする。 

 

２．募集方法 

公募型プロポーザル方式とする。 

 

３．業務概要 

（委託業務名） 

(仮称）蕨市中心市街地活性化プラン策定委託 

（業 務 内 容） 

｢(仮称）蕨市中心市街地活性化プラン策定委託仕様書」のとおり 

（委 託 期 間） 

契約締結日から令和７年３月３１日まで 

（委託上限額） 

４，９７２，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

 

４．担当窓口 

 蕨市 市民生活部 商工観光課 

 〒３３５－８５０１ 埼玉県蕨市中央５－１４－１５ 

 T E L：０４８－４３３－７７５０（直通） 

 F A X：０４８－４３３－７４９０ 

 Mail：shouko@city.warabi.saitama.jp 

 

５．参加資格 

本プロポーザルの参加者は、次に掲げる要件のすべてを満たすこと。 

（１）蕨市での入札参加資格を有している事業者であること。 

ただし、次の書類を令和６年８月８日（木）正午までに「４．担当窓口」へ持参又

は郵送により提出した者においては、この限りでない。 

ア 登記事項証明書（履歴事項全部証明書） 

イ 法人税、消費税及び地方消費税の納税証明書 

ウ 法人市民税の納税証明書 



 2  

 

エ 会社経歴書 

・すべて直近のものを提出すること。（コピー対応可） 

・持参の場合は、蕨市の休日を定める条例（平成元年条例第３５号）第１条に規定

する市の休日を除く。郵送の場合は書留郵便で提出期間内に必着のこと。 

（２）地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しないこと。 

（３）蕨市暴力団排除条例（平成２５年施行）に定める暴力団、暴力団員又はこれらの者

と社会的に非難されるべき関係を有しない者であること。 

（４）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事

再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされてい

ない者。ただし、更生手続開始の決定又は再生計画認可の決定が参加申込提出期限

以前になされている場合はこの限りでない。 

 

６．スケジュール 

項 目 日 程 

実施要領等の公表 令和６年７月２４日（水） 

質問書の受付（電子メール） 令和６年７月３１日（水）正午まで 

質問についての回答（市ウェブサイト）  令和６年８月１日（木） 

参加申込書等の提出（郵送又は持参） 令和６年８月８日（木）午後５時まで 

プレゼンテーションにかかる通知 令和６年８月９日（金） 

プレゼンテーションの実施 令和６年８月２１日（水） 

選定結果通知 令和６年８月２３日（金） 

 

７．質問事項の受付及び回答 

（１）質問の受付 

 令和６年７月３１日（水）正午まで 

（２）質問の方法 

 ア 電子メールにより「４．担当窓口」宛に質問書を提出すること。 

 イ 質問書（様式第１号）に従い作成し、質問内容をわかりやすく記載すること。 

（３）回答方法 

 すべての質問をまとめ、８月１日（木）までに、質問を行った法人名等を伏せたうえで

市ウェブサイトに公表する。なお、必要により、質問書の受付期間中において都度回答す

る場合がある。 
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８．参加申し込み 

本企画提案に参加を希望する者は、次により参加申込書等を提出すること。 

（１）提出期間 

令和６年８月８日（木）午後５時まで 

（２）提出書類 

 提出書類 備考 

① 
参加申込書 

（様式第２号） 
 

② 
会社概要書 

（様式任意） 

・様式は自由とする。 

・会社名や設立時期、代表者名等が記載されるものと想定する

が、必須で記載を求める事項はない。また、会社案内パンフ

レット等でも可とする。 

③ 
企画提案書表紙 

（様式第３号） 
・企画提案書の表紙として使用すること。 

④ 
企画提案書 

（様式は自由） 

・様式は自由とする。 

・仕様書に定める委託内容に基づいた提案をより具体的に行う

こと。 

・Ａ４版で作成すること。ページ数に制限は設けないが、図や

表等を活用し、簡潔に記載すること。 

⑤ 
業務実績調書 

（様式第４号） 

・業務名、業務概要、委託者、受注形態（単独又は協働提案

体）、契約金額、履行期間を記載し、その契約書の写し又

は策定した計画書等を添付すること。 

・令和元年度以降について、本業務と同種又は類似する業務実

績を記載すること（主なもの５件以内）。 

⑥ 
業務履行体制表 

（様式第５号） 
・協力又は連携企業がある場合は明記すること。 

⑦ 
見積書 

（様式は自由） 

・様式は自由とする。 

・「蕨市長」宛てとし、希望する契約金額について参考見積書を

提出すること。 

・消費税及び地方消費税の税率は１０％とし、事業費等の内訳を

明示すること。 

（３）提出部数 

 ア 正本（上表の①～⑦）１部（社名等を表記すること。） 

イ 副本（上表の③～⑦）９部（副本は社名の記載をしないなど、提案事業者が特定でき

る内容は全て削除すること。） 

（４）提出先及び提出方法 

 上記「４．担当窓口」まで持参又は郵送による。 

・持参の場合は、蕨市の休日を定める条例（平成元年条例第３５号）第１条に規定する

市の休日を除く。郵送の場合は書留郵便で提出期間内に必着のこと。 

（５）その他 

提出期限後の企画提案書の追加・修正・差し替えは認めない。ただし、やむを得ない理
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由により修正又は変更が生じた場合で、市が承諾したものについてはこの限りでない。 

また、審査に必要と認められる場合は、市から資料の追加提出を求めることがある。 

 

９．審査方法及び評価基準 

（１）審査方法 

本プロポーザルにおける審査は、本市職員で構成する審査委員会において企画提案書と

プレゼンテーションの内容について審査を行い、各審査員の採点の平均が最高点の提案者

を契約候補者として選定する。契約候補者と交渉の結果、合意に達しない場合は次点者と

交渉を行うものとする。 

採点の結果、第一位、第二位の者が複数あったときは、審査委員会の各委員による投票

で上位者を決定する。 

配点の６割（６０点）を最低基準点とし、各審査員の採点の平均が最低基準点を満たさ

ない提案者は契約候補者に特定しない。 

参加者が１者であっても審査を行い、審査員の採点が最低基準点を満たす場合は、当該

提案者を契約候補者とする。参加者が４社以上の場合は、書類審査による「業務実績」、

「見積金額」に基づく評価により上位３者のみプレゼンテーション・ヒアリングを実施で

きるものとする。ただし、同点の場合は見積金額の低い者に対し実施する。 

（２）審査項目 

次の表の審査項目に基づき採点する。 

 審査項目 配点 

書
類
審
査 

業務実績 

本業務と同種・類似の業務（他自治体における

中心市街地活性化にかかる計画等）の実績があ

るか。 

１０ 

見積金額 
全参加者中における最低見積金額÷参加者の

見積金額×１０点（小数点以下切り捨て） 
１０ 

企
画
提
案
審
査 

現状分析・調査 

本市の中心市街地の活性化に向けた現状把握、

各種調査、関連データの整理など、プラン策定

に活かせる提案となっているか。 

３０ 

プラン立案・方向性 

市や県、国の動向及び社会情勢等を踏まえ、現

時点でプランの策定をどのように行うべきか、

方向性が具体的に提案されているか。 

３０ 

独自提案 
本業務を遂行するに当たり、独自の内容で、実

現可能な提案があるか。 
２０ 

合計点 １００ 
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（３）審査結果の通知 

 参加した提案者全員に、結果について電子メールで通知する。 

（４）審査結果の公表 

 契約候補者を特定したときは契約候補者の名称のみを、契約締結後には契約者の名称の

みを市ウェブサイトに公表するものとし、特定されなかった者の公表はしない。 

 

11．提案のプレゼンテーション 

 参加資格を有する提案者は、企画提案書の提出後、次のとおりプレゼンテーションを行

い、提案の説明を行うものとする。 

（１）実施日及び会場 

実施日時：令和６年８月２１日（水） 会場：蕨市役所 

・実施日時の詳細は、提案者に対し電子メールで通知する。 

（２）プレゼンテーションの所要時間 

 １提案者につき３０分（企画提案書の説明２０分、質疑応答１０分） 

 なお、上記の時間とは別にセッティング時間として５分程度設ける。 

（３）プレゼンテーションの実施者 

 原則として、配置予定の責任者又は主たる担当者が説明を実施すること。 

（４）その他 

 ・提案説明は企画提案書に関するものとし、提案説明に使用する資料は企画提案書の内

容から逸脱するものでなければ自由とする。ただし、紙媒体の追加提出は認めない。 

・提案説明に使用する資料は、企画提案者の名称を記載しないなど、企画提案者が判別

できないようにすること。 

・プレゼンテーションの順番は、企画提案書の提出が遅い順から個別に実施する。 

 ・モニターあるいはプロジェクターを利用する場合は、本市で用意する接続用ＨＤＭＩ

ケーブル、モニター又はプロジェクター、スクリーンを使用すること。ただし、資料

を出力するためのパソコン等は、提案者が用意した機器を使用すること。 

 ・プレゼンテーションの開始時間に遅刻した場合は失格とする。 

 

12．提案の無効 

 提案者が次の各号のいずれかに該当した場合は、当該提案者の提案を無効とする。 

（１）企画提案書に記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの 

（２）提出書類に虚偽の内容が記載されているもの 

（３）提出書類が期限を超えて提出されたとき 

（４）参考見積金額が委託上限額を超えたとき 

（５）その他、審査の公平さに影響を与える行為があったとき 
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13．その他 

（１）プロポーザルに参加する費用等は、すべて提案者の負担とする。 

（２）提出された書類は、参加表明者及び提案者に無断で本プロポーザルの目的以外の目

的に使用しない。 

（３）本市は、本業務の契約候補者の特定を行うために必要な範囲において、提出された

書類を複写することがある。 

（４）提出された書類は返却しない。また、提出された副本は二次審査後に本市において

すべて破棄する。 

（５）受注者は、本委託業務に係る一切の情報が漏洩しないよう努めるものとする。 

 

 

以 上


